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研究成果の概要（和文）：被保護者・生活困窮者の健康状態を全国・自治体レベルで把握し、データヘルス実施
に向け、被保護者・生活困窮者の健康支援のための基礎となるデータ基盤を構築することを目指した。医療扶助
実態調査、NDB（匿名レセプト情報・匿名特定健診等情報データベース）サンプリングデータセット、NDB特別抽
出（公費医療）、京都市統合データベースを用いて、データ基盤を構築した。また、社会経済的地位、ヘルスリ
テラシーと健康状態に関する実態を明らかにするためのインターネットコホートを構築した。

研究成果の概要（英文）：We aimed to determine the health status of welfare recipients and people in 
financial distress at both the national and municipal levels, and to establish a data infrastructure
 that would serve as a foundation for health support for these groups in preparation for 
implementing data health initiatives. We constructed databases using the Medical Assistance Survey, 
National Database (NDB) Sampling Dataset, NDB Special Extraction (Public Medical Assistance), and 
the Kyoto City Integrated Database. Additionally, we conducted an internet cohort to elucidate the 
actual conditions regarding socioeconomic status, health literacy, and health status.

研究分野： 健康情報学

キーワード： 生活困窮者　医療ビッグデータ　健康格差　生活保護　リテラシー
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「健康支援」と「医療費の適正化」を同時に推進することは切実な課題だが、被保護者・生活困窮者の健康状態
に関する情報は機微情報であり、エビデンスが限られていた。データヘルスに活用可能なデータ基盤の構築が求
められるが、本研究では、国レベルでは、医療扶助実態調査やNDBを活用してデータ基盤を構築できた。また、
自治体レベルでは、国民健康保険および後期高齢者のレセプト、特定健診のデータベースを構築できた。実践的
エビデンスの土台を作ることができたといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

生活保護受給者（被保護者）は 210 万人を超え（日本全体の約 2%）、生活保護負担金 3.8 兆

円のうち医療扶助は約 1.7 兆円（日本全体の約 5%）と過去最高水準を維持している。生活保

護制度の適正化は喫緊の課題である。健康日本 21（第 2 次）では健康格差の縮小が掲げられ、

健康が社会経済的条件に強く影響を受けること（健康の社会的決定要因）が広く知られるように

なった。被保護者は、傷病・障害、精神疾患等社会的入院、DV、虐待、ニート、元ホームレス

等多様な問題を抱えている。生活保護制度は、生活に困窮する人に対し、健康で文化的な最低限

度の生活を保障するとともに、自立を助長することを目的としている。全ての人に最低限の幸福

と社会的援助を提供する福祉の理念を支える制度である。自立助長にあたり健康は基礎的要素

であり、健康支援は生活保護制度や福祉の本来の主旨と合致する。 

半面、生活保護不正受給は社会問題となっており「医療費の適正化」も重要である。被保護者

の不正受給、医療機関の不正請求は枚挙にいとまがない（「生活保護費約 1600 万円を不正に受

給した疑い」2019/8/2 朝日新聞、「診療報酬不正請求、堺市の指定医療機関取り消し」2017/2/11

朝日新聞）。医療提供者や保険者への不適切行為についても十分な対策が求められている。不適

切事例を未然に防ぎつつ、「健康支援」と「医療費の適正化」を同時に推進することは切実な課

題だが、そのための実践的エビデンスは不足している。健康格差を是正するための、生活困窮者・

被保護者への、自立を支援する適切な健康・医療支援のあり方、社会福祉のあり方とはどのよう

なものなのだろうか？エビデンス構築のための基盤構築が求められている。 

 

２．研究の目的 

被保護者・生活困窮者の健康状態を全国・自治体レベルで明らかにし、データヘルス実施に向け、

被保護者・生活困窮者の健康支援のために基礎となるデータの基盤を整備することを目指す。ま

た、コロナ禍における健康格差を検討するために、社会経済的地位、ヘルスリテラシーと健康状

態に関する実態を明らかにすることを目指す。 

 

３．研究の方法 

３－１.医療扶助実態調査および NDB サンプリングデータセット 

生活保護受給者と公的医療保険加入者の 1 か月のレセプトデータを用いた横断研究を実施し

た。生活保護受給者のデータとしては 2015 年、2016 年、2017 年に実施された医療扶助実態調

査の調査票情報を、公的医療保険加入者は 2015 年 NDB（匿名レセプト情報・ 匿名特定健診等

情報データベース）サンプリングデータセットを用いた。NDB は、医療費適正化計画の作成、実

施及び評価のための調査や分析などに用いるデータベースとして、厚生労働省が、レセプト情報

及び特定健診・特定保健指導情報を格納・構築しているものである。レセプト上で、糖尿病の傷

病名（1 型糖尿病を除く）があり、かつ糖尿病治療薬を処方されているものを、2 型糖尿病と定

義した。粗有病割合 5 および標準化有病割合・（標準人口・ 1985 年日本人モデル人口）を算出

し、性別、年齢別、地域別・（47 都道府県別および 112 地域別）にも算出した。地域別（112 地

域）においては、マルチレベルロジスティック回帰分析も実施した。 

 



３－２．NDB 特別抽出 

生活保護受給者の診療実態を明らかにすることを目的に、レセプト情報・特定健診等情報データ

ベース（NDB）特別抽出を厚生労働省に申出を行い（2022 年 4 月申出）、2023 年 11 月に NDB デー

タを受領した。京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 

 

３－３．自治体データベース 

京都市が保有する各種レセプトデータ、健診データを活用し、統合データベースの構築、分析基

盤の構築を目指した。疾患の発生状況や、その予防・治療・介護の実態を明らかにし、健康寿命

の延伸に活かすことのできるエビデンスの収集を図ることを目的に、国民健康保険及び後期高

齢者医療制度加入者の医療レセプト、健診結果、介護認定情報等を統合したデータベースの構築

を行った。京都大学医の倫理委員会の承認を得た。 

 

３－４．インターネット調査 

インターネット調査会社にモニター登録している日本人男女（20 歳～79 歳）を対象に、2021 年

10 月に、性別・年齢・世帯収入で層化サンプリングを実施しインターネット質問紙調査を行っ

た。質問項目は、基本属性、健康習慣、COVID-19 罹患歴・ワクチン接種歴、eHealth Literacy 

Scale (eHEALS) 日本語版等である。「インターネット上の新型コロナウイルス感染症に関連す

る情報を収集したり利用したりする際に、困ったことはなんですか」という自由回答（必須）に

対して質的内容分析を実施した。東京都健康長寿医療センターおよび京都大学医の倫理委員会

の承認を得た。 

 

４．研究成果 

４－１.医療扶助実態調査および NDB サンプリングデータセット 

2015 年において、生活保護受給者の 2 型糖尿病粗有病割合は 7.7%であった。外来のみでは 

7.5%（公的医療保険加入者では 4.1%）であり、標準化有病割合・（外来のみ）は、生活保護受給

者 3.8%、公的医療保険加入者 2.3%であった。加齢とともに有病割合が上昇したが、生活保護受

給者では、公的医療保険加入者にくらべ、40 歳代、50 歳代での有病割合が高くなった。47 都

道府県別では 4.0-10.6%（標準化有病割合 1.9%-5.0％）の幅が見らた。112 地域別でのオッズ

比 9 も 0.31-1.51 の幅が見られた。 

 

４－２．NDB 特別抽出 

特別抽出により提供されたテキストデータより PostgreSQL ベースのデータベース構築を行い、

解析環境の整備が完了した。 

 

４－３．自治体データベース 

解析のための統合データベースを構築し、大腿骨近部骨折患者におけるリハビリテーションの

実施状況、京都市における肺がん患者の初期治療、医療費及び生存割合、2型糖尿病患者への医

療行為の実施割合を明らかにした。 

 

４－４．インターネット調査 



18493 名に配信し、調査回答者は 6000 名（男性 50.0%、年齢 49.6 歳、eHEALS 24.6 点）であっ

た。困難なことがないと回答した人は 3,151 名（52.5%）であった。カテゴリーで頻度の多かっ

たものは、「情報の見極め」「わからない」「情報が多い」「ワクチン関連」「偽情報」「信頼性がな

い」「不正確な情報」「感染・死亡者等の個別詳細情報不足」「知りたい情報が得られない」「ロー

カル情報の不足」「最新情報への不満」「行政への不満」「相反する情報」「感染・重症者の集計情

報への不満」等であった。 
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